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東
京
都
医
師
会
第
３
０
３
回

（
臨
時
）
代
議
員
会
が
、
３
月
27

日
（
木
）
に
東
京
都
医
師
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。
進
行
は
窪
田
美
幸

代
議
員
会
議
長
が
務
め
、
議
事
録

署
名
人
は
細
部
高
英
氏
、
金
子
織

善
氏
が
指
名
さ
れ
た
。
代
議
員
１

７
６
名
中
１
５
１
名
出
席
で
会
議

は
成
立
し
た
。

■
会
長
挨
拶
■

尾
﨑
治
夫
会
長
は
、「
令
和
7

年
度
東
京
都
医
師
会
事
業
計
画
」

に
触
れ
、
２
０
２
５
年
を
迎
え
、

少
子
超
高
齢
社
会
の
入
り
口
に
突

入
し
た
現
状
の
問
題
点
に
つ
い
て

改
め
て
概
説
し
た
。
特
に
東
京
の

特
徴
と
し
て
は
、
人
口
が
減
ら
な

い
ま
ま
高
齢
化
が
進
む
こ
と
、
一

人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
、

結
婚
し
な
い
娘
・
息
子
と
高
齢
者

な
ど
、「
看
護
・
介
護
力
の
な
い

家
庭
が
増
え
て
い
く
こ
と
か
ら
、

24
時
間
の
支
援
体
制
の
更
な
る
強

化
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
体
制
づ
く
り
に
は
、
東
京
都

と
の
連
携
を
は
じ
め
、
各
地
区
独

自
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
関
係
者

の
連
携
を
更
に
広
げ
、

密
度
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、
本
年
の
事
業
計
画

で
は
地
域
包
括
ケ
ア

を
「
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
し
た
旨
、報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
、
高

齢
者
の
フ
レ
イ
ル
や
認
知
症
が
増

え
続
け
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
の
対
策
の
更
な
る
充
実
を
目
指

す
こ
と
、
総
合
診
療
医
育
成
に
あ

た
っ
て
は
総
合
医
の
ス
キ
ル
を

持
っ
て
地
元
の
診
療
所
で
活
躍
す

る
医
師
を
地
域
密
着
型
の
病
院
で

養
成
す
る
構
想
も
含
め
た
地
域
医

療
人
材
育
成
事
業
の
検
討
と
と
も

に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
受
動
喫

煙
防
止
対
策
な
ど
の
タ
バ
コ
対
策

の
立
て
直
し
も
事
業
計
画
に
掲

げ
た
。

今
後
起
こ
り
う
る
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

は
、
備
え
と
し
て
サ
ー
ジ
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
と
し
て
の
臨
時
医
療
施
設

を
作
り
、
平
時
か
ら
感
染
者
急
増

や
災
害
時
の
際
に
入
院
収
容
体
制

の
逼
迫
を
防
ぐ
た
め
の
準
備
の
必

要
性
を
強
調
し
た
。
更
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
も
事
実
と
反
す
る
情
報
が

氾
濫
（
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
）
し

た
こ
と
か
ら
、
国
民
一
人
ひ
と
り

が
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

を
身
に
つ
け
、
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

自
主
的
に
実
践
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学

校
医
を
中
心
と
し
て
学

校
で
の
健
康
教
育
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
、
医
療

Ｄ
Ｘ
を
無
理
な
く
進
め

て
い
く
た
め
に
も
東
京
独
自
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
東
京
総
合

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
更
な
る
充

実
に
つ
い
て
、
現
状
と
展
望
を

語
っ
た
。■

報
告
■

蓮
沼
剛
副
会
長
よ
り
同
事
業
計

画
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
を
中
心

に
報
告
が
あ
っ
た
。
令
和
7
年
度

に
お
け
る
理
念
と
基
本
姿
勢
と
し

て
、
少
子
超
高
齢
社
会
の
入
り
口

で
あ
る
２
０
２
５
年
を
迎
え
、
時

代
の
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
東
京

都
の
医
療
提
供
体
制
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
周
産
期

か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
予
防

医
療
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の

施
策
、
大
規
模
災
害
や
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
、
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
健

康
教
育
の
充
実
、
世
界
禁
煙
デ
ー

に
向
け
た
タ
バ

コ
対
策
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
事

業
の
展
開
・
充

実
に
向
け
、
東

京
都
、
日
本
医

師
会
、
地
区
医

師
会
と
と
も
に

一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。

市
川
菊
乃
理

事
か
ら
は
「
令

和
７
年
度
東
京

都
医
師
会
収
支

予
算
」
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ

た
。
本
予
算
は

先
に
説
明
の

あ
っ
た
事
業
計

画
を
十
分
に
勘

案
し
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
特
徴
と
し
て
、
東
京

都
か
ら
の
救
急
患
者
の
早
期
地
域

移
行
支
援
事
業
に
か
か
る
委
託

料
・
収
益
・
委
託
費
が
大
幅
に
減

少
し
た
た
め
、
経
常
収
益
・
経
常

費
用
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
や
、
国
内
債
券
運
用
に
よ
る
受

取
利
息
を
初
め
て
予
算
に
組
み
込

ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

会
場
か
ら
は
受
取
利
息
に
つ
い

て
、
国
債
・
地
方
債
・
社
債
な
ど

の
選
定
プ
ロ
セ
ス
に
質
問
が
あ

り
、
償
還
ま
で
の
残
存
期
間
が
２

年
程
度
の
も
の
を
関
係
各
所
か
ら

の
指
導
に
よ
り
選
定
を
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
て
、
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
事
前
に
顧
問
会
計
士
は
じ
め
関

係
役
員
と
の
協
議
を
重
ね
、
運
用

方
針
を
理
事
会
に
諮
り
承
認
さ
れ

て
い
る
と
回
答
し
た
。
そ
の
後
、

賛
成
多
数
で
報
告
事
項
は
了
承
さ

れ
た
。
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出
生
前
診
断
と
は
、
胎
児
の
診

断
を
目
的
と
し
て
、
妊
娠
中
に
実

施
す
る
一
連
の
検
査
の
こ
と
を
指

し
、
狭
義
に
は
胎
児
の
出
生
前
遺

伝
子
検
査
の
こ
と
を
指
す
場
合
が

多
い
。

出
生
前
検
査
の
う
ち
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
、
超
音
波
マ
ー
カ
ー
検
査
、
コ

ン
バ
イ
ン
ド
検
査
（
超
音
波
マ
ー

カ
ー
検
査
と
血
液
検
査
）、
母
体

血
清
マ
ー
カ
ー
検
査
で
は
、
胎
児

に
染
色
体
の
異
常
が
あ
る
か
ど
う

か
を
目
的
に
検
査
を
す
る
が
、
一

般
の
妊
婦
健
診
で
行
わ
れ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
に
ま
ず
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

検
査
は
確
定
的
検
査（
絨
毛
検
査
、

羊
水
検
査
）
を
行
う
か
ど
う
か
の

判
断
を
す
る
た
め
の
検
査
で
あ

り
、
陽
性
と
い
う
結
果
で
も
、
必

ず
し
も
染
色
体
に
異
常
が
あ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
染
色
体
異

常
の
中
で
も
、
出
生
前
検
査
認
証

制
度
等
運
営
委
員
会
で
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ

の
検
査
対
象
と
し
て
い
る
の
は
13

ト
リ
ソ
ミ
ー
、
18
ト
リ
ソ
ミ
ー
、

21
ト
リ
ソ
ミ
ー（
ダ
ウ
ン
症
候
群
）

と
い
う
３
疾
患
の
可
能
性
だ
け

で
、
そ
れ
以
外
の
染
色
体
異
常
は

検
査
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

実
際
の
方
法
と
し
て
は
、
妊
娠

10
週
目
以
降
の
妊
婦
か
ら
10
～�

20
㎖
の
血
液
を
採
取
す
る
だ
け
で

あ
り
、
文
字
通
り
「
非
侵
襲
的
」

な
検
査
で
あ
る
。
こ
の
時
期
で
は

胎
児
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
が
母
体

血
中
に
十
分
に
存
在
し
、
正
確
な

検
査
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。
採
血
し
た
母
体

血
中
か
ら
、
胎
児
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

断
片
を
解
析
す
る
こ
と
で
、
13
ト

リ
ソ
ミ
ー
、
18
ト
リ
ソ
ミ
ー
、
ダ

ウ
ン
症
の
可
能
性
を
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
最
初
に
一
つ
ひ
と

つ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
の
情
報
を
読
み

取
り
、
次
に
そ
れ
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断

片
が
何
番
の
染
色
体
由
来
か
を
決

定
し
分
類
す
る
。
分
類
後
、
各
染

色
体
由
来
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
の
量
的

な
割
合
を
み
る
こ
と
で
、
特
定
の

染
色
体
の
変
化
を
検
出
し
、
標
準

値
と
比
較
す
る
こ
と
で
陰
性
か
陽

性
か
を
判
別
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
検
査
は
、
出
生
前
検

査
認
証
制
度
等
運
営
委
員
会
が
認

証
し
た
施
設
で
の
み
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
認
証
施
設
で
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、
他
の
出
生

前
検
査
も
行
わ
れ
て
お
り
、
出
生

前
検
査
全
般
に
関
す
る
相
談
（
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
も
受
け
て

い
る
た
め
、
最
近
問
題
に
な
っ
て

い
る
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
だ
け
実
施
し
て
い

る
「
非
認
証
施
設
」
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
検
査
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
は
精
度
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
が
、
偽
陽
性
も
あ
る
た

め
確
定
検
査
が
必
要
で
あ
る
。
偽

陽
性
は
、
ダ
ウ
ン
症
以
外
の
染
色

体
異
常
の
存
在
に
よ
り
多
く
な
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
陽
性
と

結
果
が
出
て
、
本
当
に
病
気
が

あ
っ
た
率
「
陽
性
的
中
率
」
は
母

体
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
上
昇

し
、
40
歳
の
母
体
の
場
合
、
13
ト

リ
ソ
ミ
ー
で
は
約
74
％
、
18
ト
リ

ソ
ミ
ー
で
は
約
93
％
、
ダ
ウ
ン
症

で
は
約
98
％
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
ダ
ウ
ン
症
陽
性
と
さ

れ
た
妊
婦
さ
ん
１
１
０
０
件
の
う

ち
、
９
８
１
人
が
羊
水
検
査
な
ど

の
確
定
的
検
査
を
受
け
、
そ
の
う

ち
９
５
５
人
（
97
・
３
％
）
で
ダ

ウ
ン
症
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た

が
、
残
り
の
26
人
（
２
・
７
％
）、

つ
ま
り
37
人
に
１
人
程
度
は
異
常

が
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
人
た
ち
が

受
け
取
っ
た
「
陽
性
」
は
「
偽
陽

性
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
査

を
実
施
す
る
際
に
は
十
分
な
注
意

が
必
要
で
あ
る
。

�

（
落
合
和
彦
）

最
近
、産
婦
人
科
を
標
榜
し
て
い
な
い
医
療
機
関
に
お
い
て「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ

（
非
侵
襲
性
出
生
前
遺
伝
学
的
検
査
）」を
実
施
し
て
い
る
施
設
が
み
ら

れ
る
。こ
れ
ら
の
施
設
に
は
、単
に
採
血
だ
け
を
行
い
、海
外
の
検
査
所

で
検
査
を
し
結
果
は
郵
送
す
る
と
い
っ
た
、ま
さ
に「
無
責
任
な
」医
療

機
関
も
存
在
し
て
お
り
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

出
生
前
診
断
の
最
近
の
動
向

午
後
２
時
よ
り
中
野
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
研

修
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
ご
案
内

し
た
。

（
２
）「
在
宅
療
養
に
お
い
て
積
極

的
役
割
を
担
う
医
療
機
関
」
の
指

定
に
つ
い
て

　

東
京
都
に
お
い
て
、
区
市
町
村

か
ら
の
推
薦
に
基
づ
き
、
令
和
７

年
３
月
27
日
付
で
医
療
機
関
が
指

定
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
た
。

現
在
も
調
整
中
の
自
治
体
が
あ
る

が
、
今
後
随
時
指
定
さ
れ
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

（
３
）
東
京
都
医
師
会
在
宅
医
療

委
員
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大

都
市
に
お
け
る
一
次
医
療
の
充
実

に
向
け
た
在
宅
医
療
の
役
割
」
の

開
催
に
つ
い
て

　

２
０
４
０
年
問
題
を
見
据
え
た

上
で
、
東
京
都
の
一
次
医
療
提
供

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
医
療
・
介

護
関
係
者
、
行
政
職
員
等
を
対
象

と
し
て
、
５
月
24
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
よ
り
東
京
都
医
師
会
館

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
開
催
す
る
の
で
周
知
を
お
願
い

し
た
。

　

冒
頭
、
尾
㟢
治
夫
会
長
は
挨
拶

の
な
か
で
、
６
期
目
に
向
け
て
次

期
会
長
選
挙
に
出
馬
表
明
し
た
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
報
告
し
、
東
京

の
近
未
来
に
お
け
る
医
療
・
介
護

に
関
す
る
危
機
感
の
も
と
「
医
師

会
長
と
し
て
東
京
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
語
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
都
肝
疾
患
診
療
連
携

拠
点
病
院
が
実
施
す
る
研
修
の
ご

案
内
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
東
京
都
肝
疾
患
診

療
連
携
拠
点
病
院
に
お
い
て
、
肝

炎
医
療
の
均
て
ん
化
、
医
療
水
準

の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
肝
臓
医

療
に
携
わ
る
医
師
や
看
護
師
・
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
を
対
象
に
開
催
し
て

い
る
。
今
般
、
武
蔵
野
赤
十
字
病

院
の
主
催
で
、
７
月
６
日
（
日
）

地 区 医 師 会 長
連 絡 協 議 会 報 告

令和7年 4月18日（金）

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
38
回
足
立
区
医
学
会
開
催
に

つ
い
て�

（
足
立
区
医
師
会
）

②
医
療
・
介
護
・
健
康
の
新
拠
点

「
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
あ
だ
ち
」
の

開
設
に
つ
い
て

�

（
足
立
区
医
師
会
）

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

①
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
運
用
に
つ
い
て

②
東
京
都
医
師
会
災
害
時
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
つ
い
て

�

（
西
東
京
市
医
師
会
）

研修会詳細はこちら

シンポジウム詳細はこちら
（東京都医師会ホームページ）
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本 募 集

東
京
都
医
師
会
学
校
医
会
は
、

本
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
約
50
年

の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
幕
引

き
を
目
前
に
控
え
た
３
月
13
日

（
木
）、
東
京
都
医
師
会
館
に
お
い

て
、
第
52
回
臨
時
評
議
員
会
並
び

に
第
52
回
臨
時
総
会
を
経
て
、
最

後
と
な
る
第
49
回
学
校
医
大
会
を

同
日
開
催
し
た
。

最
初
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
評
議

員
会
の
冒
頭
、
尾
㟢
治
夫

会
長
に
よ
る
挨
拶
で
は
、

東
京
都
医
師
会
学
校
医
会

が
昭
和
49
年
（
１
９
７
４

年
）
12
月
に
発
足
し
て
か

ら
約
50
年
の
活
動
を
振
り

返
り
、
本
年
３
月
の
解
散

以
降
は
、
東
京
都
医
師
会

に
組
織
統
合
し
て
、
東
京
都
医
師

会
全
体
で
学
校
保
健
活
動
を
推
進

し
て
い
く
旨
、
改
め
て
説
明
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
令
和
６
年
度
に

ご
逝
去
さ
れ
た
、
学
校
保
健
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
学
校
医
15

名
に
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

報
告
事
項
の
１
つ
目
「
令
和
６

年
度
東
京
都
医
師
会
学
校
医
会
事

業
概
況
報
告
」
は
庶
務
担
当
理
事

か
ら
、
２
つ
目
「
令
和
６

年
度
東
京
都
医
師
会
学
校

医
会
会
計
収
入
支
出
概
況

報
告
」
は
経
理
担
当
理
事

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
了
承
さ
れ
、
引
き

続
き
開
催
さ
れ
た
臨
時
総

会
に
お
い
て
も
同
様
に
了

承
さ
れ
た
。

小
休
止
の
後
、
こ
れ
ま
で
学
校

医
会
の
会
務
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
会
員
は
じ
め
多
く
の
関
係
各
位

に
見
守
ら
れ
、
第
49
回
学
校
医
大

会
が
執
り
行
わ
れ
た
。
本
年
度
は

「
特
別
功
労
者
」
５
名
（
叙
勲
・

褒
賞
３
名
、
東
京
都
功
労
者
表
彰

２
名
）、「
功
労
者
」
７
名
、「
永

年
勤
続
20
年
以
上
」
１
０
９
名
、

合
計
１
２
１
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

代
表
し
て
北
多
摩
医
師
会
の
内
野

孝
子
先
生
に
尾
㟢
会
長
よ
り
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
、
内
野
先
生
か
ら

謝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
東

京
都
教
育
庁
の
猪
口
太
一
次
長
、

日
本
学
校
保
健
会
の
弓
倉
整
専
務

理
事
、
東
京
都
学
校
薬
剤
師
会
の

井
戸
久
夫
副
会
長
、
東
京
都
予
防

医
学
協
会
の
久
布
白
兼
行
理
事
長

に
登
壇
い
た
だ
き
、
日
本
医
師
会

の
松
本
吉
郎
会
長
か
ら
は
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

特
別
講
演
で
は
「
ゲ
ノ
ム
で
語

る
日
本
人
の
ル
ー
ツ
」
と
題
し
、

国
立
科
学
博
物
館
の
篠
田
謙
一
館

長
に
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
科
学

の
進
歩
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
今
で
は
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
分
析
か
ら
縄
文
人
の
地
域

性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て

現
代
の
日
本
人
の
遺
伝
的
特
徴

は
、
縄
文
人
と
弥
生
時
代
以
降
に

大
陸
か
ら
渡
来
し
て
き
た
集
団
の

混
血
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
古
人
骨
の
出
土
な
ど
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
歴
史
が

解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
楽

し
み
で
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
こ

と
で
あ
る
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
会

で
は
、
篠
田
館
長
を
囲
ん
で
講
演

に
触
れ
て
賑
わ
う
様
子
も
う
か
が

え
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。
東
京
都
医
師
会
学
校
医
会
は

約
50
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
歴
代

の
学
校
医
に
よ
っ
て
引
き
継
が

れ
、
育
ま
れ
て
き
た
。
今
後
は
東

京
都
医
師
会
に
組
織
統
合
し
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
土
台
に
近
未
来

を
見
据
え
、
よ
り
良
い
学
校
医
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
の
健
康
保
持
の
た

め
、
そ
し
て
健
診
、
保
健
教
育
を

担
い
、
こ
れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
学
校
医
の
先
生

方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
13
日
（
日
）、
都
内
ホ
テ

ル
に
お
い
て
松
平
隆
光
先
生
の
旭

日
雙
光
章
受
章
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
、
小
石
川
医
師
会
の
井
上
博
和

副
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
で
始

ま
っ
た
。

発
起
人
代
表
と
し
て
東
京
都
医

師
会
の
尾
㟢
治
夫
会
長
か
ら
、
松

平
先
生
の
温
厚
で
高
潔
な
お
人
柄

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
小
石

川
医
師
会
会
長
と
し
て
の
地
区
医

師
会
活
動
に
加
え
、
東
京
都
医
師

会
の
理
事
就
任
時
に
は
感
染
症
危

機
管
理
対
策
協
議
会
に
お
い
て
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症
対
策

の
中
心
人
物
と
し
て
牽
引
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
専
門
分
野
で
は
日
本

小
児
科
医
会
会
長
と
し
て
長
年
活

躍
さ
れ
た
と
の
賛
辞
を
贈
っ
た
。

続
い
て
も
う
一
人
の
発
起
人
代
表

で
あ
る
小
石
川
医
師
会
の
内
海
裕

美
会
長
か
ら
、
文
京
区
に
お
け
る

小
児
科
医
会
と
し
て
の
救
急
や
子

育
て
支
援
の
基
礎
の
構
築
な
ど
、

身
近
な
立
場
か
ら
の
尊
敬
に
満
ち

た
感
謝
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
た
。

来
賓
に
よ
る
祝
辞
は
、
日
本
医

師
会
か
ら
松
本
吉
郎
会
長
、
唐
澤

祥
人
元
会
長
、
横
倉
義
武
名
誉
会

長
が
、
政
界
か
ら
は
参
議
院
よ
り

武
見
敬
三
議
員
、羽
生
田
俊
議
員
、

自
見
英
子
議
員
が
登
壇
さ
れ
た
。

ど
の
先
生
か
ら
も
現
在
の
成
育
基

本
法
は
松
平
先
生
無
く
し
て
は
存

在
し
え
な
か
っ
た
と
語
ら
れ
、
松

平
先
生
の
築
か
れ
た
体
制
の
強
靭

さ
に
会
場
一
同
は

認
識
を
新
た
に

し
た
。

可
愛
い
お
孫
さ

ん
か
ら
の
花
束
贈

呈
に
続
い
て
、
松

平
先
生
か
ら
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

長
年
に
わ
た
る
小

児
科
医
と
し
て
の

臨
床
経
験
か
ら
、

必
要
と
さ
れ
る
小

児
医
療
が
感
染
症

か
ら
ワ
ク
チ
ン
な

ど
の
予
防
医
療
、

そ
し
て
虐
待
や
不
登
校
な
ど
の
社

会
問
題
へ
と
時
代
と
と
も
に
幅
広

く
変
遷
し
、
そ
の
背
景
に
少
子
化

や
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
の
減

少
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
も
と

に
成
育
基
本
法
を
策
定
し
た
旨
に

つ
い
て
お
話
が
あ
り
、「
子
育
て

に
優
し
い
社
会
を
築
く
た
め
の
努

力
。
そ
し
て
子
育
て
は
国
や
社
会

全
体
で
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ

る
」
と
述
べ
た
半
世
紀
に
わ
た
る

臨
床
経
験
と
慈
愛
に
満
ち
た
広
い

視
野
か
ら
の
提
言
に
、
全
員
が
深

く
頷
い
た
。

日
本
小
児
科
医
会
の
伊
藤
隆
一

会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
、
和

や
か
な
祝
宴
に
移
っ
た
。
来
賓
の

祝
辞
に
引
き
続
き
、
日
本
の
古
典

文
化
を
継
承
す
べ
く
松
平
先
生
と

喜
美
子
令
夫
人
が
長
年
師
事
さ
れ

て
い
る
新
内
節
浄
瑠
璃
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

の
鶴つ

る
が
わ
か
さ
の
じ
ょ
う

賀
若
狭
掾
様
御
一
行
に
よ
る

名
曲
「
明

あ
け
が
ら
す
ゆ
め
の

烏
夢
泡あ

わ
ゆ
き雪

部へ

屋や

」
が

披
露
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
発
声
と

演
奏
に
会
場
は
釘
づ
け
と
な
っ
た
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
。
結
び
に
小
石
川
医
師

会
の
須
田
均
元
会
長
か
ら
閉
会
の

言
葉
が
あ
り
、
後
進
の
医
師
達
全

員
が
松
平
先
生
の
熱
い
想
い
を
受

け
継
ぐ
決
意
を
持
っ
て
祝
賀
会
は

お
開
き
と
な
っ
た
。

東
京
都
医
師
会
学
校
医
会
第
49
回
学
校
医
大
会

内野先生

会長挨拶

特別講演の様子

松
平
隆
光
先
生

旭
日
雙
光
章
受
章
祝
賀
会

松平先生と喜美子令夫人

新内節浄瑠璃口演の様子

列席者をお迎えする一同
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４
月
17
日
（
木
）、
葉
桜
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
台
東
区
の
桜
の
名

所
に
て
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会 

正
副
会
長
会
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
初

め
て
開
催
さ
れ
た
。
下
谷
医
師
会

の
城
所
功
文
副
会
長
に
よ
る
開
会

の
辞
に
続
き
、
同
医
師
会
の
田
村

順
二
会
長
は
挨
拶
の
中
で
「
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
正
副
会
長
会
は
華

美
に
な
り
す
ぎ
て
い
て
、
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
の
９
つ
の

医
師
会
長
の
み
が

集
ま
る
機
会
を
設

け
て
検
討
し
て
い

た
。
そ
の
中
で
、

会
長
同
士
が
集
ま

り
、
お
互
い
の
医

師
会
で
の
話
題
や

疑
問
点
な
ど
を
共

有
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
て
、
こ
の

ま
ま
こ
の
形
で
も

…
と
考
え
て
い
た

が
、『
中
央
ブ
ロ
ッ

ク
の
み
が
正
副
会

長
会
を
催
し
て
い

な
い
』
と
の
指
摘
を
受
け
、
今
回

の
開
催
に
漕
ぎ
つ
け
、
や
っ
て
み

る
と
こ
れ
は
こ
れ
で
必
要
な
こ
と

が
理
解
で
き
た
」
と
久
し
ぶ
り
の

開
催
ま
で
の
想
い
を
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
都
医
会
長
選
６
期
目
へ

向
け
て
出
馬
表
明
し
た
東
京
都
医

師
会
の
尾
㟢
治
夫
会
長
は
、
来
賓

挨
拶
に
お
い
て
「
医
療
機
関
の
経

営
状
況
は
東
京
都
に
お
い
て
も
地

域
差
が
大
き
く
、
ま
し
て
や
日
本

全
国
一
律
の
診
療
報
酬
で
の
皆
保

険
制
度
の
維
持
は
困
難
な
の
で
は

な
い
か
。
今
回
東
京
都
は
病
院
に

関
す
る
支
出
と
し
て
３
２
１
億
の

補
助
を
決
め
た
が
、
今
後
各
地
方

自
治
体
も
医
療
・
介
護
に
対
す
る

そ
の
地
域
の
実
情
に
即
し
た
個
別

の
施
策
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
消
費
税
は
当
初
、
社

会
保
障
費
に
充
て
る
こ
と
を
目
的

に
成
立
し
た
は
ず
だ
が
、
守
ら
れ

て
い
る
節
は
な
く
、
医
師
会
の
申

し
入
れ
に
対
し
て
一
律
に
『
財
源

が
な
い
』
の
一
点
張
り
で
、
そ
の

こ
と
に
関
し
て
国
民
は
納
得
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
下
谷
医
師
会
の
加
藤

元
浩
理
事
の
司
会
で
、
窪
田
美
幸

東
京
都
医
師
会
代
議
員
会
議
長
よ

り
乾
杯
の
発
声
が
あ
っ
た
。
弦
楽

四
重
奏
に
よ
る
生
演
奏
で
は
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
み
な
ら
ず
映
画
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
な
ど
華
や
か
で
親
し

み
や
す
い
楽
曲
で
よ
り
一
層
楽
し

め
た
。各
医
師
会
長
挨
拶
の
後
は
、

神
田
、
小
石
川
、
千
代
田
区
、
日

本
橋
、
港
区
、
文
京
区
、
中
央
区
、

浅
草
、
下
谷
の
順
に
各
副
会
長
の

紹
介
が
あ
っ
た
。
次
期
当
番
医
師

会
で
あ
る
神
田
医
師
会
の
遠
藤
素

夫
会
長
か
ら
は
「
次
回
は
こ
の
秋

に
企
画
し
て
い
る
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
下
谷
医
師
会
の
柴
原
公
明
副

会
長
に
よ
る
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
、名
残
惜
し
く
散
会
と
な
っ
た
。

日時・会場　6月25日（水）　たましんRISURUホール
　　　　　　6月27日（金）　有楽町よみうりホール

両日とも14:00～16:00（開場13:00～）

内　容
（１）保険診療と請求の基本的事項について
（２）公費負担医療の取扱い上の留意点について
　　① マル都医療費助成制度　② マル都以外の医療費助成制度

（３）診療報酬請求書等の留意点について
　　① 社会保険関係　② 国民健康保険関係
両日とも講演内容は同じです。
備考：�参加費無料、なお「公費負担医療の手引（青本）」の配布は行

いません（抜粋をテキストに掲載予定）。

■参加申込
以下の研修申込システムより
お申し込みください。（非会員も申込可）

【申込期日：6月18日（水）まで】
※申込は原則1医療機関1名のみ
https://study.tokyo.med.or.jp/publish/Login
■開催情報
本講習会の詳細を掲載しておりますので、定期的に以下のページ
をご確認ください。なお、都内の保健医療機関に対しては、東京
都保健医療局協力のもと開催のお知らせをメー
ルにてお知らせします。また、講習会終了後、
1か月程度を目途に東京都医師会ホームページ
に講演の映像や資料データを掲載する予定で
す。閲覧用のパスワードは、メールにてお知ら
せする「医療保険事務講習会のお知らせ」をご確
認ください。
https://www.tokyo.med.or.jp/37893
■注意事項
•�講習会内容等を急きょ変更する場合がございます。事前に「開催

情報ページ」をご確認のうえ、ご来場ください。
•�会場内での飲食はお控えください（熱中症予防のための水分補給

は可）。体調不良の場合は来場をご遠慮ください。
•�当日は駐車場のご用意はございません。公共交通機関をご利用

ください。

研修申込システム

開催情報ページ

令和7年度  医療保険事務講習会

田村会長 挨拶の様子
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遺
伝
子
治
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和7年6月26日（木）�午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和7年6月25日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

臨
床
の
視
点
か
ら
み
た

小
児
神
経
疾
患
に
お
け
る

遺
伝
子
治
療
の
今

山
中
　
岳
先
生

急
速
な
進
歩
を
遂
げ
る
遺
伝
子
治
療

は
、
小
児
神
経
疾
患
領
域
に
お
い
て
も

臨
床
応
用
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

脊
髄
性
筋
萎
縮
症
に
対
す
る
遺
伝
子

療
法
は
、
既
に
実
臨
床
で
使
用
さ
れ
、

劇
的
な
効
果
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｃ
欠
損
症
、
早
期
大

脳
型
副
腎
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
そ

し
て
異
染
性
白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
な

ど
に
対
し
て
も
遺
伝
子
治
療
の
臨
床
試

験
が
進
行
し
て
い
る
。
長
期
的
な
有
効

性
な
ど
の
課
題
は
残
る
も
の
の
、
我
々

臨
床
医
は
こ
う
し
た
治
療
可
能
な
疾
患

を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
常
に
最
新
の

知
見
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

臨
床
医
の
視
点
か
ら
、
皆
様
の
明
日

か
ら
の
診
療
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
、
小
児
神
経
疾
患
に
お
け
る
臨

床
研
究
の
動
向
と
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
、
小
児
神
経
疾
患
治
療
の
新
た

な
展
望
を
共
有
す
る
。

遺
伝
子
治
療
の
基
礎

梅
澤
明
弘 

先
生

遺
伝
子
治
療
は
、
病
因
そ
の
も
の
に

分
子
レ
ベ
ル
で
切
り
込
み
、
修
復
・
補

充
・
制
御
に
よ
っ
て
疾
患
の
根
幹
を
狙

い
撃
つ
、
ま
さ
に
「
医
療
の
再
定
義
」

と
も
言
え
る
先
端
技
術
で
あ
る
。
本
講

演
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
・
非
ウ
イ
ル
ス
ベ

ク
タ
ー
を
用
い
た
遺
伝
子
導
入
法
の
実

際
や
選
択
基
準
、
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
の
進
化
と
臨
床
応
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
、
最
新
の
知
見
を
も
と
に
解
説

す
る
。
治
療
対
象
と
な
る
遺
伝
性
疾
患

や
が
ん
、
希
少
疾
患
に
お
け
る
適
応
例

と
、
進
行
中
の
国
内
外
に
お
け
る
臨
床

試
験
の
動
向
を
取
り
上
げ
、
実
臨
床
へ

の
導
入
が
ど
こ
ま
で
来
て
い
る
の
か
を

検
証
す
る
。
ま
た
、
安
全
性
、
長
期
的

影
響
、
遺
伝
子
改
変
へ
の
倫
理
的
な
懸

念
と
い
っ
た
課
題
に
も
踏
み
込
み
、
遺

伝
子
治
療
が
医
療
現
場
の
常
識
を
ど
う

書
き
換
え
て
い
く
の
か
、
そ
の
本
質
に

迫
る
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2単位

カリキュラムコード　72、0

オンライン（Webex）のみで開催します
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調
布
市
の
深
大
寺
は
、
寺
院

だ
け
で
は
な
く
自
然
豊
か
な
環

境
と
と
も
に
深
い
歴
史
を
感
じ

ら
れ
る
文
化
的
な
魅
力
も
多
い

場
所
で
あ
る
。

創
建
は
８
世
紀
に
遡
り
、
日

本
最
古
級
の
仏
教
寺
院
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
本
堂
は
厳
か

な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
、
元
三
大

師
像
は
鎌
倉
時
代
に
遡
る
厄
除

け
の
本
尊
で
あ
る
。
通
常
、
人

物
の
お
像
は
等
身
大
に
造
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
中
、
秘
仏
元
三

大
師
は
坐
像
で
あ
り
な
が
ら
２

メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
る
巨
像
で

大
変
珍
し
く
、

元
寇
の
際
、
異

国
調
伏
の
本
尊

と
し
て
国
家
レ
ベ
ル
で
造
ら
れ

た
可
能
性
が
あ
る
ら
し
い
。

江
戸
時
代
に
は
元
三
大
師
信

仰
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
深
大
寺

も
参
詣
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
そ

う
だ
。
そ
の
元
三
大
師
像
が
江

戸
時
代
以
来
の

大
修
理
を
完
了

し
、
４
月
26
日

よ
り
６
月
２
日

に
か
け
て
ご
開

帳
が
行
わ
れ
る

の
で
ぜ
ひ
参
拝

し
た
い
。

ま
た
元
三
大

師
様
は
、
我
が

国
の
お
み
く
じ

の
創
始
者
で
あ

る
。
現
在
、
全

国
の
お
寺
や
神

社
で
お
み
く
じ
は
引
か
れ
て
い

る
が
、
寺
社
に
よ
っ
て
は
吉
を

引
き
や
す
く
す
る
た
め
凶
の
お

み
く
じ
を
抜
き
取
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
よ
う
だ
。
深
大
寺
の

お
み
く
じ
は
古
来
の
ま
ま
な
の

で
、
凶
が
多
い
こ
と
で
有
名
だ

が
、
凶
は
吉
に
好
転
す
る
力
を

秘
め
て
い
る
。

深
大
寺
参
拝
後
、
ぜ
ひ
味
わ

い
た
い
の
が
「
深
大
寺
そ
ば
」

だ
。
深
大
寺
周
辺
に
は
、
地
元

の
名
物
で
あ
る
そ
ば
を
提
供
す

る
お
店
が
多
く
あ
る
。
深
大
寺

そ
ば
は
、
香
り
豊
か
で
コ
シ
の

あ
る
美
味
し
い
そ
ば
で
、
風
味

を
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。（調

布
市
医
師
会
近
澤
仁
志
）

205

医
学
部
の

臨
床
実
習
で
の
経
験

昭
和
医
科
大
学
医
学
部
６
年

川
田
果か

怜れ
ん

私
は
現
在
医
学
部
６
年
生
で
大

学
で
は
病
院
実
習
に
励
ん
で
い

る
。
臨
床
の
現
場
に
出
て
約
１
年

半
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
実
習
が
始
ま
る
前
か
ら
の
医

療
に
対
す
る
認
識
の
変
化
と
病
院

実
習
で
の
医
学
生
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
る
。
ま
ず
、
臨
床
に
出
て

最
初
に
感
じ
た
こ
と
は
実
臨
床
で

は
教
科
書
通
り
に
診
療
が
進
む
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
併
存
疾
患
の
多
さ
が
診

療
を
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
家
庭
環
境
の
複
雑
さ
な
ど

も
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。医
学
部
に
入
学
し
た
と
き
は
、

覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知
識
の

量
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
が
、
分
厚

い
教
科
書
の
内
容
を
全
て
覚
え
れ

ば
あ
る
程
度
の
水
準
の
診
療
を
行

う
知
識
は
つ
く
の
だ
と
思
い
込
ん

で
い
た
。
し
か
し
、
臨
床
に
出
て

当
初
の
自
分
の
考
え
の
甘
さ
に
気

づ
い
た
。
医
師
は
生
涯
勉
強
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
思
い

知
っ
た
。
医
師
の
生
涯
学
習
と
は

最
新
の
医
学
知
識
や
医
療
技
術
を

吸
収
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
患

者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
真
摯
に
向

き
合
い
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
医
療

を
提
供
し
続
け
る
こ
と
で
複
雑
な

症
例
に
も
対
応
で
き
る
能
力
を
磨

く
こ
と
で
も
あ
る
と
感
じ
た
。

ま
た
、学
生
と
い
う
身
分
で
は
、

検
査
や
治
療
の
面
で
患
者
さ
ん
に

で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
よ
う
な
環
境
で
学
生
が
患
者

さ
ん
に
で
き
る
こ
と
で
最
も
大
切

な
こ
と
は
、「
患
者
さ
ん
と
で
き

る
限
り
会
話
を
す
る
こ
と
」
だ
と

考
え
、
そ
こ
に
臨
床
実
習
で
の
自

分
の
価
値
を
見
出
し
た
。
実
際
に

以
前
私
は
末
期
癌
の
患
者
さ
ん
を

担
当
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
毎
日

患
者
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
て
会
話

を
す
る
う
ち
に
、
徐
々
に
患
者
さ

ん
が
心
を
開
い
て
多
く
の
こ
と
を

話
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
会
話
の
内
容
は
身
体
の
状
態

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
趣
味
や
ご

家
族
の
お
話
、
不
安
な
気
持
ち
を

話
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
長
い
と
き
で
２
時
間
ほ
ど
お

話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、「
入

院
し
て
か
ら
不
安
で
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
け
れ
ど

学
生
さ
ん
と
お
話
を
す
る
こ
と
で

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
。
楽
し
い

時
間
だ
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
こ
の
経
験
を
機
に
、
私

は
患
者
さ
ん
と
お
話
を
す
る
時
間

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

医
学
生
で
あ
る
私
と
対
話
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
患
者
さ
ん
が
入
院
生

活
に
お
い
て
少
し
で
も
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
。
病
院
に
い
る
患
者
さ
ん
の

背
景
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、
一
人
ひ
と

り
が
異
な
る
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
し
か
し
、
医
師
や
看
護
師
は

他
の
患
者
さ
ん
の
対
応
な
ど
で
、

患
者
さ
ん
と
会
話
す
る
時
間
を
十

分
に
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
医

学
生
が
患
者
さ
ん
の
一
助
と
な
る

存
在
で
あ
る
と
思
う
。

私
は
今
年
、
医
師
国
家
試
験
に

合
格
す
る
と
医
師
に
な
る
。
常
に

最
新
の
医
学
的
知
識
を
吸
収
し
、

日
々
の
診
療
か
ら
技
術
を
磨
く
こ

と
で
、「
一
人
で
も
多
く
の
人
を

助
け
た
い
」
と
い
う
大
き
な
夢
を

実
現
し
た
い
。

知ってますか ?

ドイツ医師会（Bundesärztekammer）と

並び、法的に権限を保証された組織。開

業医の配置規制を担う一方で、開業医の

診療報酬の団体交渉や労働環境の改善

も請け負う。ワークライフバランスや収

入が守られるため、職務に納得して従事

する開業医が多い。

ドイツ保険医協会
（Die Kassenärztliche 
 Bundesvereinigung）

都医ニュース表紙の
写真を募集

〒 101-8328　東京都千代田区神田駿河台 2-5
東京都医師会 広報学術課　☎ 03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙に掲載してお
ります。 その表紙写真に、先生が撮影した写真を応募してみませ
んか? 都内の写真で、季節感のあるものをお願いします。 本会広
報委員会で掲載を決定いたします。 なお、掲載された写真は、本
会のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影した
600万画素以上（横3000×縦2000ピクセル以上）
のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm× 縦137.5mm以上

応
募
規
定

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます

～加入資格を喪失した場合は、必ず届出が必要です～
※保険証や資格確認書は返還してください

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合　☎03-3270-6433（業務課）

下記に該当した場合は、添付書類とともに医師国保組合へ届出をお願いいたし
ます。
〈資格喪失の届出が必要な場合〉
○  第1種・第3種組合員（医師）が医師会を退会、又は医療の業務に従事しなく
なったとき
○ 第2種・第4種組合員（従業員）が退職したとき
○ 家族が世帯から転出したとき
○ 定められた地区外に住所を異動したとき
※マイナンバーカードを保険証として利用している場合も、これまで通り届出が必要です。

深
大
寺
本
堂

趣 味 の 散 歩

自然豊かな
関東屈指の古刹

深大寺
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医
ニ
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ー
ス
２
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昭
和
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年
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月
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行
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お
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ち
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方
は
ご
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報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会
広
報
学
術
課

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１



6第711号 都 医 ニュース  令和7年5月15日

ふれあいポスト 各地区会報から

末原郁子練馬区医師会

　先日、宝塚歌劇団の「ベルサイユのばら50～半世紀の軌跡～」を
観に行く機会があった。これは宝塚の「ベルばら」初演から50周年
を記念したイベントで、歴代のトップ・スターの方々が一堂に会し
て数々の名シーンを再演してくれるというもの。学生時代に月組の
涼風真世様の扮するオスカルにときめきながら育った私にとって
は、心が少女に返るような、まさに夢のような体験だった。
　しかし、それはそれとして「50年」である。私はさすがに初演世
代ではないけれど、涼風真世様の時代から数えたとしても30年以
上が経っていることになる。否が応でも時の流れというものを実感
してしまい、少しせつない。
　それにも関わらず、タカラジェンヌさんたちのあの変わらぬ美し
さはなんだろう。皆さんかなり前に退団されていて、今は結婚され

てお子さん(もしかしたらお孫さんも)のいる方だって少なくない。
そんな方たちが、ひとたび舞台に立てば、まるで現役時代と遜色な
く、歌って、踊って、かっこいいアンドレやオスカルに変身してし
まうのだから、タカラジェンヌは夢の国の妖精さんなのかしら？な
んてちょっと真面目に考えてしまう。
　だけど、きっとそうじゃない。あの美しさはなによりも人間的な
美しさ、言葉や立ち振る舞い、礼儀作法、そして心の持ちようから
くる美。10代・20代という人生において最も多感な時期に宝塚歌
劇団で身に着けた「清く、正しく、美しく」の精神はきっと現役・
OG関係なく一生ものなのだろう。曲がりなりにも皮膚科医の立場
で美容相談にお応えすることがある私も、ああいう生き方を見習い
たい。� （「だより」2024年7月 第676号より抜粋）

ベルばら50周年

青柳光洋大森医師会

　私の主な趣味は読書と音楽鑑賞です。小学校時代の「シュバイ
ツァーの伝記」に始まり、その時々の興味で乱読を重ねてきました。
　最近読んだ本で面白かったのは、外山滋比古氏の「忘れるが勝ち」
という本です。近頃は、人工知能（AI）の素晴らしさがもてはやされ、
一般的には記憶力の良さや論理的思考の良いことが「頭が良い」とさ
れています。
　しかし、人間には本来自律的な「自然知能」が備わり、呼吸や血液
循環や睡眠といったものと同様に「忘れること」は自立的でとても重
要であると述べています。また、忘れる努力が必要な状態は異常で
あるとも述べています。私にとって、正に「目から鱗が落ちる」思い
でした。
　外山氏は、『人間には「記憶型」と「忘却型」の二つのタイプがあり、
それぞれ優秀な頭を持つことが可能であるということに本人も教師

も家族も気づかない。学校教育が、知識偏重・記憶中心型の教育を
している限り、「忘却型」の秀才が現れることはない』とも述べてい
ます。ITやAIが優れているのは、「記憶力」であり、人間が対抗する
のは困難である。
　ただし、「忘却」となれば話は別である。機械は人間のように器用
に忘れることは出来ない。そう考えれば、忘れることを忘れないの
は大変良くないことになる。外山氏曰く、『忘却は力なり』『忘れるこ
とを大事にしないといけない。うまく忘れることで、新しい事を考
えることが未来を切り拓くことのように思われる』と結論づけてい
る。物事を忘れやすい私にとってホッとした思いでした。
　「忘れるが勝ち」という本に、ご興味があればご一読を。
� （「大森医師会会報」2024年9月 第132号より抜粋）

私の趣味について

増上寺の鯉のぼり� 渋谷区医師会事務局皐月� 武蔵野市医師会  藤田光裕
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結核高まん延期に登場したBCG接種の話

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　結核は1950年までの30年間にわたって死因別死亡率
（10万対200程度）の第1位であったため、かつては亡国
病といわれた。しかし先人の行ったBCG接種・結核健診・
患者届け出制度・命令入所などの総合的な結核対策・国
民所得向上による栄養状態の改善、抗結核薬の開発など
の複合的な要因によって患者数は減少し、2021年には結
核罹患率が10万対9.2に低下して、日本は結核低まん延
国（10以下）となった。
　薬のない高まん延期に登場して、患者減少に大きく貢
献した結核予防ワクチンのBCGについて述べる。志賀潔
がパスツール研究所（フランス）からBCGを持ち帰ったの
は1924年だった。今村らは、大阪帝国大学医学部附属医
院の1936～1940年の看護師入職者・看護学校新入生に対
してBCG接種の臨床実験を行った。対象者は全寮制に入
寮した515人（18～25才の女性）で、入職・入学時のツベ
ルクリン反応（以下ツ反）陰性が271人で陽性244人だっ
た。陰性者（＝結核未感染者）を、BCG接種した136人（接
種群）と接種しない135人（未接種群）の2郡に分けて、ツ
反陽性（＝結核既感染者）244人は接種せずコントロール
群とした。1.5～4年の観察期間で、結核発病率は接種群
12.5％・非接種群33.3％・コントロール群18.0％、結核
死亡率は接種群0％・非接種群6.7％・コントロール群2.0％
と、BCG接種による結核発症予防効果が証明された。
　当時の日本は20歳台までに50%が結核に感染して、そ
の２％が結核死する高まん延国だった。高まん延期のこ
の研究を元に、戦後は全国民にBCG接種を勧奨して小児
の重篤な一次結核症（肺門リンパ節結核・結核性髄膜炎・
粟粒結核）の減少に成功したのである。
 （文責：尾形英雄）
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無 声 拝 聴 ジェームスディーンのように

ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組「飯田浩司の
OK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医師会の役員・委
員会委員等が出演して生活に役立つ健康情報をお届けしています。過去の放
送はすべて番組ホームページまたはポッドキャストから聴くことができます。
■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ今日の早起きドクター』放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内　
生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

第136回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

日時▶6月21日（土）15時～18時

方法▶ハイブリッド形式
（現地：慶應義塾大学信濃町キャンパス北里講堂（北里記念医学図書館2階）／Zoom配信）

講演会▶『呼吸器外科の最新トピック』

モデレーター▶朝倉啓介（慶應義塾大学医学部外科学教室（呼吸器） 教授）

参加対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、
東京都地区医師会に所属する医師

取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：0）

参加費▶無料・事前登録制（お申し込み多数の場合は先着順となります）
※ 詳細は慶應義塾大学医学部のWEBサイト（https://www.med.keio.ac.jp/）の『ニュース』にて後日
お知らせします。
　現地参加は定員に達した場合、申込受付を締め切りますので、ご了承ください。

次回セミナー開催▶10月25日（土）予定

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ
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私は1988年に産業医科大学を卒業し、同時に東京女子医
科大学消化器内科に入局しました。上部消化管内視鏡、慢性
肝疾患、特に門脈圧亢進症、食道・胃静脈瘤の診断と治療を
中心に研鑽を積んできました。2015年6月から東京都医師会
予備代議員、2017年から女子医大医師会理事、2024年6
月から女子医大医師会長、東京都医師会代議員に就任し、さ
らに日本医師会代議員を拝命し、大変貴重な経験をさせてい
ただいています。
また、2011年から社会保険診療報酬支払基金審査委員を

務めており、東京都医師会理事の先生方に大変お世話になっ
ています。
趣味は将棋とマラソンで、富士登山競走山頂コース完走、

フルマラソンのベストは3時間4分00秒（第62回別府大分毎
日マラソン）、東京マラソンは9回出場し、最高は3時間4分
27秒（東京マラソン2013）、サブスリーは達成できず。
昨今、本学に関してさまざまな報道がなされましたが、

2024年10月に新たな理事長・学長が選任されました。これ
からの新生女子医大には「人を大事にする風土の醸成」が喫緊
の課題であり、女子医大医師会もその一躍を担えればと考え
ています。

若手医師への情報発信と取り組み
現在、女子医大医師会の会員数は410名です。若手医師の

中には総合診療、在宅医療に興味を持つ方も多く、将来、実
地医家となり地区医師会で活躍される候補者もいると思いま
す。東京都医師会開催の認知症や在宅医療の研修会に参加し
た初期研修医もいます。女子医大医師会からも積極的に情報
を発信して、個人の指向にあった研修や企画を提示し、モチ

ベーションのアップを図りたいと考えます。そして、若手医師
の入会促進、医師会活動とその意義の早期理解につなげたい
と考えます。これまで同様、東京都医師会の協力を得て、産
業医講習会を開催していく予定です。今年度は｢医学生、研修
医等をサポートするための会｣を当番校として開催する予定で
す。個人的には救命処置（BLS、ICLS）のシミュレーション教
育に長年携わっており、研修会を開催できればと考えてい
ます。

キャリアサポート
近年、大学病院で勤務する医師が減少しており、2024年

4月から医師の働き方改革が本格的に始まり、診療現場での
人材不足が顕著になっています。従来の女性医師支援ではな
く、性別にかかわらず個人のワークライフバランスに合った勤
務体系を実現することで人材を確保し、質の高い医療の提供
に貢献したいと考えます。また、他職種との連携を推進し、
より良い職場環境の整備も大切であると思います。

女子医大医師会賞と学術集会支援
優れた医学研究や論文発表を行った会員に対して、女子医

大医師会賞として助成金を贈呈し、研究マインドの涵養に寄
与しています。また、会員が主催する学術集会がより一層実
りあるものとなるよう助成金を拠出しています。

最後に、女子医大医師会の活性化とともに東京都医師会、
地区医師会との連携を深め、地域医療体制の向上に尽力して
いく所存であります。今後とも女子医大医師会をよろしくお願
いいたします。

地区医師会長からの一言
女子医大医師会の活動について
女子医大医師会会長　中村真一

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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